
土地改良・切り語り

1
プ
ラ
ザ
合
意
と
農
業
バ
ッ
シ
ン
グ

　

四
〇
年
前
の
一
九
八
五
年
に
西
側
先
進
国
の
プ
ラ
ザ

合
意（
注
1
）に
よ
り
、
円
の
対
米
ド
ル
レ
ー
ト
は
会
議
直

前
の
一
ド
ル 

二
四
〇
円
か
ら
三
年
後
に
一
二
〇
円
と

二
倍
に
高
騰
し
た
。
そ
の
後
、
冷
戦
終
結
、
世
界
経
済

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
我
が
国
の
失
わ
れ
た
三
〇
年
が
始

ま
る
。
当
時
、
米
ド
ル
で
測
っ
た
一
人
当
た
り
G
D
P

は
二
倍
に
な
っ
た
も
の
の
、
豊
か
さ
を
実
感
で
き
な
い

原
因
と
し
て
、
生
活
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
遅
れ
と
と
も
に
、

輸
入
品
価
格
の
下
落
の
中
で
、
食
料
品
な
ど
の
内
外
価

格
差
が
問
題
視
さ
れ
て
保
護
行
政
の
象
徴
と
し
て
農
政

批
判
（
農
業
バ
ッ
シ
ン
グ
）
が
高
ま
っ
た
。

　

中
曽
根
内
閣
は
「
国
際
協
調
の
た
め
の
経
済
構
造
調

整
研
究
会
」
報
告
書
（
前
川
リ
ポ
ー
ト
）
を
ま
と
め
、

農
政
に
つ
い
て
「
価
格
政
策
は
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
一

層
活
用
し
構
造
政
策
を
促
進
す
る
方
向
で
見
直

す
」（注
2
）と
さ
れ
て
、
一
九
八
七
年
に
は
三
一
年
ぶ
り

に
政
府
が
買
入
れ
る
生
産
者
米
価
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
。

　

昨
年
度
末
に
農
水
省
農
村
振
興
局
の
石
川
整
備
部
長

と
花
田
課
長
補
佐
か
ら
圃
場
整
備
事
業
の
抱
え
る
問
題

を
教
え
て
頂
い
た
。
今
回
は
、
当
時
、
農
水
省
で
圃
場

整
備
事
業
を
担
当
し
た
者
と
し
て
そ
の
経
験
を
論
じ
る
。

2
受
益
者
負
担
問
題

　

圃
場
整
備
事
業
は
事
業
費
の
一
定
割
合
を
事
業
参
加

者
（
受
益
者
）
が
負
担
す
る
か
ら
、
農
産
物
価
格
の
下

落
は
事
業
実
施
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
。

⑴
事
前
負
担
金
対
策

　

受
益
者
が
農
産
物
価
格
の
下
落
に
よ
り
事
業
費
負
担

に
割
高
感
を
抱
え
れ
ば
、
事
業
着
工
に
必
要
な
合
意
形

成
が
得
ら
れ
な
い
。
対
策
と
し
て
は
①
整
備
水
準
の
引

き
下
げ
②
国
や
都
道
府
県
・
市
町
村
の
事
業
費
負
担
割

合
の
引
上
げ
③
低
コ
ス
ト
で
整
備
可
能
な
技
術
開
発
が

あ
る
。
①
に
は
整
備
水
準
の
高
い
事
業
計
画
を
負
担
額

を
無
視
し
て
策
定
し
て
い
る
と
の
批
判
が
あ
っ
た
の
で
、

受
益
者
が
事
業
着
工
前
に
整
備
水
準
を
選
択
す
る
松
竹

梅
方
式
を
実
施
し
た
。
松
な
ら
一
〇
ａ
当
り
一
〇
〇
万

円
、
竹
な
ら
八
〇
万
円
、
梅
な
ら
五
〇
万
円
と
示
す
の

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
ほ
と
ん
ど
の
地
区
で
松
が
選
ば

れ
、
道
路
や
排
水
路
の
舗
装
な
ど
を
求
め
た
。

　

②
の
公
的
負
担
割
合
の
引
上
げ
は
成
果
が
上
が
っ
た

が
、
受
益
者
が
一
〇
ａ
当
た
り
事
業
費
に
鋭
敏
で
な
く

な
る
可
能
性
も
あ
り
、
十
分
な
費
用
対
効
果
の
検
討
が

必
要
で
あ
っ
た
。
結
局
、
③
の
技
術
開
発
が
基
本
対
策

な
の
だ
が
、
土
木
技
術
の
開
発
・
適
用
が
経
営
形
態
に

直
接
関
係
す
る
の
で
難
し
か
っ
た
。

⑵
事
後
負
担
金
対
策

　

負
担
金
を
償
還
し
て
い
る
事
業
完
了
地
区
に
つ
い
て
、

国
営
事
業
で
は
負
担
金
は
一
五
ま
た
は
一
七
年
で
元
利

均
等
償
還
す
る
仕
組
み
だ
っ
た
が
、
都
道
府
県
営
な
ど

の
補
助
事
業
で
は
毎
年
の
工
事
分
の
受
益
者
負
担
を
農

林
漁
業
金
融
公
庫
（
現
日
本
政
策
金
融
公
庫
）
か
ら
の

借
入
（
最
長
一
〇
年
据
置
二
五
年
元
利
均
等
償
還
）
で

賄
っ
て
い
た
。
こ
の
場
合
に
工
期
が
一
年
な
ら
ば
国
営

事
業
と
同
じ
よ
う
に
均
等
償
還
だ
が
工
期
が
一
〇
年
に

も
な
る
と
毎
年
の
償
還
金
が
積
み
重
な
っ
て
ピ
ー
ク
が

で
き
る
。
特
に
圃
場
事
業
で
は
負
担
額
も
大
き
く
工
期

も
長
期
化
し
て
い
た
の
で
、
償
還
金
は
「
コ
メ
一
俵

（
六
〇
㎏ 
）だ
と
言
わ
れ
て
始
め
た
の
に
実
際
は
二
倍
に

も
な
っ
て
い
る
」
と
言
わ
れ
た
。
こ
れ
は
償
還
の
ピ
ー

ク
発
生
つ
ま
り
償
還
方
法
の
問
題
で
、
公
庫
が
償
還
猶

予
な
ど
の
方
策
を
と
れ
ば
済
む
と
主
張
し
た
が
、
事
業

担
当
者
が
対
応
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
対
策
の
内
容
は

本
コ
ラ
ム
10
「
土
地
改
良
賦
課
金
の
話
」
を
参
照
）。

3
大
区
画
圃
場
整
備
の
創
設

　

内
外
価
格
差
批
判
に
対
応
し
て
、
生
産
性
の
飛
躍
的

な
向
上
が
可
能
な
大
区
画
圃
場
整
備
を
提
案
し
た
。
均

平
化
施
工
技
術
な
ど
の
開
発
を
背
景
に
、
水
稲
作
の
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一
〇
ａ
当
り
生
産
費
の
低
下
が
従
来
の
ほ
場
整
備

（
三
〇
ａ
区
画
）
で
は
経
営
規
模
八
ha
で
頭
打
ち
に
な

る
制
約
の
打
破
を
目
指
し
た
。
大
区
画
化
に
よ
り
、
道

路
、
水
路
、
畦
畔
等
の
設
置
密
度
の
低
減
、
潰
れ
地
の

減
少
に
よ
る
実
作
付
面
積
の
確
保
、
工
事
費
低
減
や
維

持
管
理
費
節
減
も
期
待
で
き
た
。

　

し
か
し
、
八
八
年
時
点
で
都
府
県
農
家
の
田
の
所
有

面
積
は
一
戸
当
り
約
〇
・
六
ha
で
、
一
ha
を
超
え
る
大

区
画
田
の
整
備
に
は
農
地
の
利
用
集
積
（
流
動
化
）
が

不
可
欠
と
な
る
。
技
術
的
問
題
に
加
え
構
造
改
革
を
内

包
し
て
い
た
の
で
、
低
コ
ス
ト
化
水
田
農
業
大
区
画
ほ

場
整
備
事
業
（
八
九
年
創
設
）
で
は
経
営
規
模
（
五
ha

以
上
）
が
全
面
積
の
四
分
の
一
以
上
を
占
め
る
こ
と
を

採
択
要
件
に
し
た
。

4
農
地
利
用
集
積
と

圃
場
整
備
事
業
と
の
連
携

　

従
来
か
ら
、
圃
場
整
備
事
業
の
採
択
時
に
農
地
利
用

集
積
の
要
件
を
付
す
べ
き
と
の
意
見
が
強
か
っ
た
が
、

換
地
な
ど
を
伴
う
圃
場
整
備
は
通
常
で
も
合
意
形
成
が

難
し
く
、
そ
の
上
に
利
用
集
積
の
要
件
を
付
せ
ば
事
業

自
体
が
進
ま
な
く
な
る
。
し
か
し
、
昭
和
四
十
年
代
に

投
資
意
欲
が
旺
盛
で
あ
っ
た
兼
業
農
家
（
中
型
機
械
化

と
三
〇
ａ
区
画
が
適
し
て
い
た
）
よ
り
も
、
大
規
模
経

営
や
規
模
拡
大
志
向
の
農
業
者
の
投
資
意
欲
が
強
く
、

農
地
利
用
集
積
施
策
を
組
み
込
ま
な
い
と
圃
場
整
備
は

推
進
で
き
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。

　

農
地
流
動
化
特
別
促
進
圃
場
整
備
実
験
事
業
（
八
九

年
創
設
）
は
、
初
め
て
本
格
的
に
構
造
政
策
を
取
入
れ

た
事
業
で
あ
る
。
当
時
は
「
特
別
促
進
」
と
か
「
実
験
」

と
い
う
言
葉
を
つ
け
て
や
っ
と
事
業
化
が
成
立
す
る
ほ

ど
省
内
に
異
論
が
あ
っ
た
。
負
担
金
支
払
い
と
小
作
料

収
入
に
着
目
し
、
一
〇
年
分
の
小
作
料
一
括
前
払
い
を

受
け
て
借
入
せ
ず
に
負
担
金
を
一
括
支
払
う
制
度
で
土

地
改
良
区
に
は
事
務
推
進
費
を
助
成
し
た（
注
3
）。

当
初
、

土
地
改
良
区
を
農
地
保
有
合
理
化
法
人
に
す
る
案
（
本

コ
ラ
ム
6
「
究
極
の
土
地
改
良
区
」
を
参
照
）
を
要
求

し
た
が
実
現
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
こ
の
事
業
を
契

機
に
土
地
改
良
事
業
担
当
部
局
が
本
格
的
に
構
造
問
題

に
取
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。

5
生
活
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
圃
場
整
備

　

国
は
生
活
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
遅
れ
に
対
し
、
九
一
年

度
予
算
か
ら
は
公
共
事
業
費
に「
生
活
関
連
重
点
化
枠
」

を
設
け
（
九
二
年
に
は
生
活
大
国
五
か
年
計
画
が
閣
議

決
定
）、
土
地
改
良
予
算
の
名
称
（
主
要
経
費
区
分
）

を
農
業
基
盤
整
備
事
業
費
か
ら
農
業
農
村
整
備
事
業
費

へ
と
変
更
し
た
。

　

我
が
国
の
農
村
は
生
産
空
間
（
農
用
地
）
と
生
活
空

間
（
宅
地
）
が
混
在
し
、
土
地
改
良
と
農
村
生
活
環
境

整
備
は
一
体
的
に
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
圃
場
整
備
事

業
は
農
村
の
区
画
整
理
事
業
で
あ
っ
て
、
そ
の
換
地
制

度
で
生
活
施
設
な
ど
に
必
要
な
非
農
用
地
も
生
み
出
せ

る
。
生
活
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
観
点
か
ら
、
一
定
以
上
の

創
設
非
農
用
地
が
あ
る
事
業
地
区
を
優
遇
す
る
土
地
利

用
形
成
圃
場
整
備
事
業
を
創
設
し
た
。

　

同
時
に
、
農
道
は
農
業
機
械
以
外
の
一
般
車
両
に
も

使
わ
れ
、
農
業
用
排
水
路
も
生
活
排
水
を
受
け
入
れ
る

の
で
、
農
村
整
備
機
能
に
着
目
し
て
整
備
水
準
を
引
き

上
げ
る
と
一
〇
ａ
当
た
り
の
事
業
費
が
増
嵩
す
る
。
経

済
効
果
の
算
定
で
は
生
活
環
境
整
備
効
果
な
ど
を
効
果

額
に
含
め
て
い
る
が
、
実
際
に
は
事
業
費
増
嵩
へ
の
批

判
が
高
ま
っ
て
い
た
の
で
、
生
活
環
境
改
善
効
果
の
高

い
農
道
等
を
集
落
道
や
集
落
排
水
路
と
し
て
、
そ
の
整

備
費
を
圃
場
整
備
事
業
費
か
ら
外
す
こ
と
に
し
た
。

6
ト
ラ
ン
プ
関
税
後
の
圃
場
整
備
の
視
点

　

こ
う
し
た
改
革
は
そ
の
後
も
関
係
者
に
よ
り
行
わ
れ

た
が
、
ト
ラ
ン
プ
関
税
へ
の
対
応
が
叫
ば
れ
る
中
、
今

後
の
圃
場
整
備
を
考
え
て
み
た
い
。

⑴
農
業
土
木
技
術
と
農
業
経
営
構
造
の
関
係

　

圃
場
整
備
は
農
業
生
産
の
設
備
投
資
で
あ
り
、
I
T

や
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
始
め
と
し
た
技
術
を
導
入

し
た
営
農
の
実
現
は
生
産
性
向
上
に
不
可
欠
で
あ
る
の

で
、
官
民
問
わ
ず
技
術
開
発
に
期
待
し
た
い
。
技
術
開

発
は
農
業
構
造
を
変
革
さ
せ
る
が
、
同
時
に
圃
場
整
備

技
術
が
農
業
構
造
に
影
響
を
受
け
て
し
ま
う（
注
4
）。

農

地
利
用
集
積
な
く
し
て
は
技
術
開
発
の
成
果
を
生
か
せ

な
い
。
毎
年
賦
課
金
を
徴
収
し
て
い
る
土
地
改
良
区
は

農
地
の
複
雑
な
権
利
関
係
を
把
握
し
て
い
る
か
ら
、
地

域
の
農
地
管
理
団
体
と
し
て
農
地
の
賃
貸
借
な
ど
の
推

進
に
寄
与
す
べ
き
で
あ
る
（
本
コ
ラ
ム
6
「
究
極
の
土

地
改
良
区
」
参
照
）。
ま
た
、
土
地
改
良
技
術
と
将
来

の
農
業
経
営
構
造
の
ね
じ
れ
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ

る
の
で
、
事
業
採
択
時
に
一
〇
年
後
の
土
地
利
用
状
況

を
想
定
し
た
事
業
計
画
の
策
定
が
望
ま
れ
る
。

⑵
事
業
の
公
共
性
の
問
題

　

一
人
の
農
業
者
や
組
織
が
一
〇
〇
ha
の
圃
場
整
備
を

実
施
す
る
場
合
に
国
な
ど
の
助
成
制
度
は
可
能
だ
ろ
う

か
。
産
業
政
策
と
し
て
は
問
題
な
い
が
、
製
造
業
の
工

場
建
設
と
は
違
っ
て
洪
水
防
止
等
の
多
面
的
機
能
に
よ

る
多
く
の
直
接
受
益
者
が
い
る
の
で
公
共
事
業
と
言
え

る
。
ま
た
、
事
業
地
区
を
食
料
緊
急
事
態
に
対
応
し
た

特
別
区
域
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
を
考
え
て
も
良
い

（
本
コ
ラ
ム
34
「
食
料
緊
急
事
態
と
土
地
改
良
」
参
照
）。

【
注
1
】
過
度
な
ド
ル
高
に
よ
る
米
国
の
貿
易
赤
字
を
削
減
す
る
た
め
、

一
九
八
五
年
九
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
日
・
米
・
英
・

独
・
仏
の
財
務
大
臣
・
財
務
長
官
と
中
央
銀
行
総
裁
が
集
ま
り
、
外
国

為
替
市
場
に
協
調
介
入
し
て
、各
国
の
対
ド
ル
通
貨
切
上
げ
に
合
意
し
た
。

【
注
2
】
従
来
の
「
構
造
政
策
を
促
進
し
て
価
格
を
引
き
下
げ
る
」
方
針

を
、「
価
格
を
引
き
下
げ
て
構
造
政
策
を
進
め
る
」
と
反
転
さ
せ
た
の
で

あ
る
。

【
注
3
】
元
杉
昭
男
：
平
成
元
年
度
予
算
始
末
記

－

ほ
場
整
備
編

－

、
農

業
農
村
整
備
の
社
会
的
意
義
、
㈱
土
地
改
良
新
聞
社
、
二
〇
〇
八
年

八
月

【
注
4
】
新
沢
嘉
芽
統
：
土
地
所
有
制
の
水
田
形
態
へ
の
影
響
、
農
業
土

木
学
会
論
文
集
№ 
27
、
PP 

50

－

56
、
一
九
六
九
年

35土地改良　331号　2025.10 ●



土地改良・切り語り

1
プ
ラ
ザ
合
意
と
農
業
バ
ッ
シ
ン
グ

　

四
〇
年
前
の
一
九
八
五
年
に
西
側
先
進
国
の
プ
ラ
ザ

合
意（
注
1
）に
よ
り
、
円
の
対
米
ド
ル
レ
ー
ト
は
会
議
直

前
の
一
ド
ル 

二
四
〇
円
か
ら
三
年
後
に
一
二
〇
円
と

二
倍
に
高
騰
し
た
。
そ
の
後
、
冷
戦
終
結
、
世
界
経
済

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
我
が
国
の
失
わ
れ
た
三
〇
年
が
始

ま
る
。
当
時
、
米
ド
ル
で
測
っ
た
一
人
当
た
り
G
D
P

は
二
倍
に
な
っ
た
も
の
の
、
豊
か
さ
を
実
感
で
き
な
い

原
因
と
し
て
、
生
活
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
遅
れ
と
と
も
に
、

輸
入
品
価
格
の
下
落
の
中
で
、
食
料
品
な
ど
の
内
外
価

格
差
が
問
題
視
さ
れ
て
保
護
行
政
の
象
徴
と
し
て
農
政

批
判
（
農
業
バ
ッ
シ
ン
グ
）
が
高
ま
っ
た
。

　

中
曽
根
内
閣
は
「
国
際
協
調
の
た
め
の
経
済
構
造
調

整
研
究
会
」
報
告
書
（
前
川
リ
ポ
ー
ト
）
を
ま
と
め
、

農
政
に
つ
い
て
「
価
格
政
策
は
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
一

層
活
用
し
構
造
政
策
を
促
進
す
る
方
向
で
見
直

す
」（注
2
）と
さ
れ
て
、
一
九
八
七
年
に
は
三
一
年
ぶ
り

に
政
府
が
買
入
れ
る
生
産
者
米
価
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
。

　

昨
年
度
末
に
農
水
省
農
村
振
興
局
の
石
川
整
備
部
長

と
花
田
課
長
補
佐
か
ら
圃
場
整
備
事
業
の
抱
え
る
問
題

を
教
え
て
頂
い
た
。
今
回
は
、
当
時
、
農
水
省
で
圃
場

整
備
事
業
を
担
当
し
た
者
と
し
て
そ
の
経
験
を
論
じ
る
。

2
受
益
者
負
担
問
題

　

圃
場
整
備
事
業
は
事
業
費
の
一
定
割
合
を
事
業
参
加

者
（
受
益
者
）
が
負
担
す
る
か
ら
、
農
産
物
価
格
の
下

落
は
事
業
実
施
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
。

⑴
事
前
負
担
金
対
策

　

受
益
者
が
農
産
物
価
格
の
下
落
に
よ
り
事
業
費
負
担

に
割
高
感
を
抱
え
れ
ば
、
事
業
着
工
に
必
要
な
合
意
形

成
が
得
ら
れ
な
い
。
対
策
と
し
て
は
①
整
備
水
準
の
引

き
下
げ
②
国
や
都
道
府
県
・
市
町
村
の
事
業
費
負
担
割

合
の
引
上
げ
③
低
コ
ス
ト
で
整
備
可
能
な
技
術
開
発
が

あ
る
。
①
に
は
整
備
水
準
の
高
い
事
業
計
画
を
負
担
額

を
無
視
し
て
策
定
し
て
い
る
と
の
批
判
が
あ
っ
た
の
で
、

受
益
者
が
事
業
着
工
前
に
整
備
水
準
を
選
択
す
る
松
竹

梅
方
式
を
実
施
し
た
。
松
な
ら
一
〇
ａ
当
り
一
〇
〇
万

円
、
竹
な
ら
八
〇
万
円
、
梅
な
ら
五
〇
万
円
と
示
す
の

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
ほ
と
ん
ど
の
地
区
で
松
が
選
ば

れ
、
道
路
や
排
水
路
の
舗
装
な
ど
を
求
め
た
。

　

②
の
公
的
負
担
割
合
の
引
上
げ
は
成
果
が
上
が
っ
た

が
、
受
益
者
が
一
〇
ａ
当
た
り
事
業
費
に
鋭
敏
で
な
く

な
る
可
能
性
も
あ
り
、
十
分
な
費
用
対
効
果
の
検
討
が

必
要
で
あ
っ
た
。
結
局
、
③
の
技
術
開
発
が
基
本
対
策

な
の
だ
が
、
土
木
技
術
の
開
発
・
適
用
が
経
営
形
態
に

直
接
関
係
す
る
の
で
難
し
か
っ
た
。

⑵
事
後
負
担
金
対
策

　

負
担
金
を
償
還
し
て
い
る
事
業
完
了
地
区
に
つ
い
て
、

国
営
事
業
で
は
負
担
金
は
一
五
ま
た
は
一
七
年
で
元
利

均
等
償
還
す
る
仕
組
み
だ
っ
た
が
、
都
道
府
県
営
な
ど

の
補
助
事
業
で
は
毎
年
の
工
事
分
の
受
益
者
負
担
を
農

林
漁
業
金
融
公
庫
（
現
日
本
政
策
金
融
公
庫
）
か
ら
の

借
入
（
最
長
一
〇
年
据
置
二
五
年
元
利
均
等
償
還
）
で

賄
っ
て
い
た
。
こ
の
場
合
に
工
期
が
一
年
な
ら
ば
国
営

事
業
と
同
じ
よ
う
に
均
等
償
還
だ
が
工
期
が
一
〇
年
に

も
な
る
と
毎
年
の
償
還
金
が
積
み
重
な
っ
て
ピ
ー
ク
が

で
き
る
。
特
に
圃
場
事
業
で
は
負
担
額
も
大
き
く
工
期

も
長
期
化
し
て
い
た
の
で
、
償
還
金
は
「
コ
メ
一
俵

（
六
〇
㎏ 
）だ
と
言
わ
れ
て
始
め
た
の
に
実
際
は
二
倍
に

も
な
っ
て
い
る
」
と
言
わ
れ
た
。
こ
れ
は
償
還
の
ピ
ー

ク
発
生
つ
ま
り
償
還
方
法
の
問
題
で
、
公
庫
が
償
還
猶

予
な
ど
の
方
策
を
と
れ
ば
済
む
と
主
張
し
た
が
、
事
業

担
当
者
が
対
応
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
対
策
の
内
容
は

本
コ
ラ
ム
10
「
土
地
改
良
賦
課
金
の
話
」
を
参
照
）。

3
大
区
画
圃
場
整
備
の
創
設

　

内
外
価
格
差
批
判
に
対
応
し
て
、
生
産
性
の
飛
躍
的

な
向
上
が
可
能
な
大
区
画
圃
場
整
備
を
提
案
し
た
。
均

平
化
施
工
技
術
な
ど
の
開
発
を
背
景
に
、
水
稲
作
の

46
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土地改良・切り語り
一
〇
ａ
当
り
生
産
費
の
低
下
が
従
来
の
ほ
場
整
備

（
三
〇
ａ
区
画
）
で
は
経
営
規
模
八
ha
で
頭
打
ち
に
な

る
制
約
の
打
破
を
目
指
し
た
。
大
区
画
化
に
よ
り
、
道

路
、
水
路
、
畦
畔
等
の
設
置
密
度
の
低
減
、
潰
れ
地
の

減
少
に
よ
る
実
作
付
面
積
の
確
保
、
工
事
費
低
減
や
維

持
管
理
費
節
減
も
期
待
で
き
た
。

　

し
か
し
、
八
八
年
時
点
で
都
府
県
農
家
の
田
の
所
有

面
積
は
一
戸
当
り
約
〇
・
六
ha
で
、
一
ha
を
超
え
る
大

区
画
田
の
整
備
に
は
農
地
の
利
用
集
積
（
流
動
化
）
が

不
可
欠
と
な
る
。
技
術
的
問
題
に
加
え
構
造
改
革
を
内

包
し
て
い
た
の
で
、
低
コ
ス
ト
化
水
田
農
業
大
区
画
ほ

場
整
備
事
業
（
八
九
年
創
設
）
で
は
経
営
規
模
（
五
ha

以
上
）
が
全
面
積
の
四
分
の
一
以
上
を
占
め
る
こ
と
を

採
択
要
件
に
し
た
。

4
農
地
利
用
集
積
と

圃
場
整
備
事
業
と
の
連
携

　

従
来
か
ら
、
圃
場
整
備
事
業
の
採
択
時
に
農
地
利
用

集
積
の
要
件
を
付
す
べ
き
と
の
意
見
が
強
か
っ
た
が
、

換
地
な
ど
を
伴
う
圃
場
整
備
は
通
常
で
も
合
意
形
成
が

難
し
く
、
そ
の
上
に
利
用
集
積
の
要
件
を
付
せ
ば
事
業

自
体
が
進
ま
な
く
な
る
。
し
か
し
、
昭
和
四
十
年
代
に

投
資
意
欲
が
旺
盛
で
あ
っ
た
兼
業
農
家
（
中
型
機
械
化

と
三
〇
ａ
区
画
が
適
し
て
い
た
）
よ
り
も
、
大
規
模
経

営
や
規
模
拡
大
志
向
の
農
業
者
の
投
資
意
欲
が
強
く
、

農
地
利
用
集
積
施
策
を
組
み
込
ま
な
い
と
圃
場
整
備
は

推
進
で
き
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。

　

農
地
流
動
化
特
別
促
進
圃
場
整
備
実
験
事
業
（
八
九

年
創
設
）
は
、
初
め
て
本
格
的
に
構
造
政
策
を
取
入
れ

た
事
業
で
あ
る
。
当
時
は
「
特
別
促
進
」
と
か
「
実
験
」

と
い
う
言
葉
を
つ
け
て
や
っ
と
事
業
化
が
成
立
す
る
ほ

ど
省
内
に
異
論
が
あ
っ
た
。
負
担
金
支
払
い
と
小
作
料

収
入
に
着
目
し
、
一
〇
年
分
の
小
作
料
一
括
前
払
い
を

受
け
て
借
入
せ
ず
に
負
担
金
を
一
括
支
払
う
制
度
で
土

地
改
良
区
に
は
事
務
推
進
費
を
助
成
し
た（
注
3
）。

当
初
、

土
地
改
良
区
を
農
地
保
有
合
理
化
法
人
に
す
る
案
（
本

コ
ラ
ム
6
「
究
極
の
土
地
改
良
区
」
を
参
照
）
を
要
求

し
た
が
実
現
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
こ
の
事
業
を
契

機
に
土
地
改
良
事
業
担
当
部
局
が
本
格
的
に
構
造
問
題

に
取
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。

5
生
活
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
圃
場
整
備

　

国
は
生
活
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
遅
れ
に
対
し
、
九
一
年

度
予
算
か
ら
は
公
共
事
業
費
に「
生
活
関
連
重
点
化
枠
」

を
設
け
（
九
二
年
に
は
生
活
大
国
五
か
年
計
画
が
閣
議

決
定
）、
土
地
改
良
予
算
の
名
称
（
主
要
経
費
区
分
）

を
農
業
基
盤
整
備
事
業
費
か
ら
農
業
農
村
整
備
事
業
費

へ
と
変
更
し
た
。

　

我
が
国
の
農
村
は
生
産
空
間
（
農
用
地
）
と
生
活
空

間
（
宅
地
）
が
混
在
し
、
土
地
改
良
と
農
村
生
活
環
境

整
備
は
一
体
的
に
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
圃
場
整
備
事

業
は
農
村
の
区
画
整
理
事
業
で
あ
っ
て
、
そ
の
換
地
制

度
で
生
活
施
設
な
ど
に
必
要
な
非
農
用
地
も
生
み
出
せ

る
。
生
活
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
観
点
か
ら
、
一
定
以
上
の

創
設
非
農
用
地
が
あ
る
事
業
地
区
を
優
遇
す
る
土
地
利

用
形
成
圃
場
整
備
事
業
を
創
設
し
た
。

　

同
時
に
、
農
道
は
農
業
機
械
以
外
の
一
般
車
両
に
も

使
わ
れ
、
農
業
用
排
水
路
も
生
活
排
水
を
受
け
入
れ
る

の
で
、
農
村
整
備
機
能
に
着
目
し
て
整
備
水
準
を
引
き

上
げ
る
と
一
〇
ａ
当
た
り
の
事
業
費
が
増
嵩
す
る
。
経

済
効
果
の
算
定
で
は
生
活
環
境
整
備
効
果
な
ど
を
効
果

額
に
含
め
て
い
る
が
、
実
際
に
は
事
業
費
増
嵩
へ
の
批

判
が
高
ま
っ
て
い
た
の
で
、
生
活
環
境
改
善
効
果
の
高

い
農
道
等
を
集
落
道
や
集
落
排
水
路
と
し
て
、
そ
の
整

備
費
を
圃
場
整
備
事
業
費
か
ら
外
す
こ
と
に
し
た
。

6
ト
ラ
ン
プ
関
税
後
の
圃
場
整
備
の
視
点

　

こ
う
し
た
改
革
は
そ
の
後
も
関
係
者
に
よ
り
行
わ
れ

た
が
、
ト
ラ
ン
プ
関
税
へ
の
対
応
が
叫
ば
れ
る
中
、
今

後
の
圃
場
整
備
を
考
え
て
み
た
い
。

⑴
農
業
土
木
技
術
と
農
業
経
営
構
造
の
関
係

　

圃
場
整
備
は
農
業
生
産
の
設
備
投
資
で
あ
り
、
I
T

や
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
始
め
と
し
た
技
術
を
導
入

し
た
営
農
の
実
現
は
生
産
性
向
上
に
不
可
欠
で
あ
る
の

で
、
官
民
問
わ
ず
技
術
開
発
に
期
待
し
た
い
。
技
術
開

発
は
農
業
構
造
を
変
革
さ
せ
る
が
、
同
時
に
圃
場
整
備

技
術
が
農
業
構
造
に
影
響
を
受
け
て
し
ま
う（
注
4
）。

農

地
利
用
集
積
な
く
し
て
は
技
術
開
発
の
成
果
を
生
か
せ

な
い
。
毎
年
賦
課
金
を
徴
収
し
て
い
る
土
地
改
良
区
は

農
地
の
複
雑
な
権
利
関
係
を
把
握
し
て
い
る
か
ら
、
地

域
の
農
地
管
理
団
体
と
し
て
農
地
の
賃
貸
借
な
ど
の
推

進
に
寄
与
す
べ
き
で
あ
る
（
本
コ
ラ
ム
6
「
究
極
の
土

地
改
良
区
」
参
照
）。
ま
た
、
土
地
改
良
技
術
と
将
来

の
農
業
経
営
構
造
の
ね
じ
れ
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ

る
の
で
、
事
業
採
択
時
に
一
〇
年
後
の
土
地
利
用
状
況

を
想
定
し
た
事
業
計
画
の
策
定
が
望
ま
れ
る
。

⑵
事
業
の
公
共
性
の
問
題

　

一
人
の
農
業
者
や
組
織
が
一
〇
〇
ha
の
圃
場
整
備
を

実
施
す
る
場
合
に
国
な
ど
の
助
成
制
度
は
可
能
だ
ろ
う

か
。
産
業
政
策
と
し
て
は
問
題
な
い
が
、
製
造
業
の
工

場
建
設
と
は
違
っ
て
洪
水
防
止
等
の
多
面
的
機
能
に
よ

る
多
く
の
直
接
受
益
者
が
い
る
の
で
公
共
事
業
と
言
え

る
。
ま
た
、
事
業
地
区
を
食
料
緊
急
事
態
に
対
応
し
た

特
別
区
域
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
を
考
え
て
も
良
い

（
本
コ
ラ
ム
34
「
食
料
緊
急
事
態
と
土
地
改
良
」
参
照
）。

【
注
1
】
過
度
な
ド
ル
高
に
よ
る
米
国
の
貿
易
赤
字
を
削
減
す
る
た
め
、

一
九
八
五
年
九
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
日
・
米
・
英
・

独
・
仏
の
財
務
大
臣
・
財
務
長
官
と
中
央
銀
行
総
裁
が
集
ま
り
、
外
国

為
替
市
場
に
協
調
介
入
し
て
、各
国
の
対
ド
ル
通
貨
切
上
げ
に
合
意
し
た
。

【
注
2
】
従
来
の
「
構
造
政
策
を
促
進
し
て
価
格
を
引
き
下
げ
る
」
方
針

を
、「
価
格
を
引
き
下
げ
て
構
造
政
策
を
進
め
る
」
と
反
転
さ
せ
た
の
で

あ
る
。

【
注
3
】
元
杉
昭
男
：
平
成
元
年
度
予
算
始
末
記

－

ほ
場
整
備
編

－

、
農

業
農
村
整
備
の
社
会
的
意
義
、
㈱
土
地
改
良
新
聞
社
、
二
〇
〇
八
年

八
月

【
注
4
】
新
沢
嘉
芽
統
：
土
地
所
有
制
の
水
田
形
態
へ
の
影
響
、
農
業
土

木
学
会
論
文
集
№ 
27
、
PP 

50

－

56
、
一
九
六
九
年
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